






















1．対象者

2．目  標

9月25日(水) 10:00 開始予定

10月4日(金) 17:00 修了予定

239,800

4月24日(水)

5月17日(金)

戸田研修センター

9．標準カリキュラム

研修日 内          容

1日目 開講式 10:00 ～ 10:30 開講式及びオリエンテーション

教科内容の説明 10:30 ～ 11:00 研修教科内容の説明

11:00 ～ 16:30
浄化原理及び水質用語、水面積負荷等の基礎とその理論、
また、汚泥処理の原理及びＴＳ、ＶＴＳ、固形物負荷等の
基礎とその理論について解説

2日目 9:30 ～ 16:30
汚泥管理に必要な活性汚泥、一般汚泥の分析と運転管理と
の関連について解説

3日目 9:30 ～ 16:30
一般項目（BOD、COD、pH、SS、透視度）の分析とデータの
読み方、運転管理への活かし方について解説

6日目 9:30 ～ 16:30
窒素、りんの分析の試薬準備と各態りんの分析並びにBOD(5
日目)の分析とデータの読み方、運転管理への活かし方につ
いて解説

7日目 9:30 ～ 16:30
各態窒素の分析とデータの読み方、運転管理への活かし方
について解説すると共に、二日間の総括

8日目 9:30 ～ 16:30
重金属分析の前処理、大腸菌群数培地の調整並びに培養開
始

9日目 9:30 ～ 16:30
重金属の濃度測定と大腸菌群の計数、ならびに結果の読み
方について解説

10日目 水質管理演習 9:30 ～ 16:30
実習で得られた結果を用い、固形物収支、余剰汚泥引き抜
き量等を算出する、水質管理の演習を行うとともに、水処
理機能異常時の対応について解説

修了式 16:30 ～ 17:00

10.その他

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

・研修は全寮制となりますので、宿泊される場合、研修期間中は全て宿泊いただきます。
　但し通勤による研修受講も可能です。その場合には「通勤による研修受講者希望申請書」をメールにてご提出ください。
　申請書はJS下水道研修のホームページ＞「研修申込の手続き・書類ダウンロード」からダウンロードください。
・宿泊料の詳細についてはJS下水道研修のホームページ＞「戸田研修に関する費用」ページに記載されております。
・前泊および後泊はできません。
・お問い合わせは下水道事業支援センター（TEL 048-422-6657）へお願いいたします。

7．募集終了

・処理場の維持管理を委託する場合に必要な知識等についても解説を行います。

・水質・汚泥等の分析手法は勿論、下水処理に必要不可欠な分析結果の使い方を 演習を通して解説します。

・実習、演習を通じて、水質データに対するイメージがより一層具体化します。近年では 水質担当以外の方の受講も増えて
おります。水質担当のみならず、機械設備、電気設備担当の方も受講ください。

・開講日（受付9:00～、授業開始10:00～）、修了日（修了式～17:00）の日程は通常と異なりますのでご注意ください。

処理場の水質管理に従事する予定の人または経験の浅い人
処理場設備の保守管理に従事している人

処理場の維持管理に必要な水質分析及び水質管理ができる

3．研修開始日

4．研修修了日

5．受講料
　（円・税込）

6．募集開始

8．会場

管理コース

【官民合同研修】
水 質 管 理 Ⅰ

水質実習（１）

水質実習（２）

水質実習（３）

講義 時　　　　間

水処理・汚泥処理の
基礎と理論





















1.対象者

2.目  標

［2日目］10月11日（金）

［1日目］開講時間：10時00分、修了時間：17時30分　予定

［2日目］開講時間：9時30分、修了時間：17時15分　予定

66,000

7.標準カリキュラム

研修日 内          容

１日目 10:00 ～ 10:15 連絡事項

10:20 ～ 12:30

契約図書の確認、各種提出書類の解説 及び契約方式による
施工管理方法の解説
品確法、ＪＳの土木工事における施工管理方針について解説
一般仕様書の最新版の紹介
仕様書に基づく現場での防災計画の策定と、災害発生時の対
応について解説
事故発生時の対応について解説

13:30 ～ 17:30

ＪＳ工事における施工管理等について、施工計画書の作成等
について作成例により解説
施工の各段階における品質管理計画及び品質管理確認表につ
いて解説
ＪＳにおける完成図書の納品方法について解説
ＪＳ工事の評定の意義等について解説
土木施工全般、特にコンクリートの材料、打設、養生に関す
る工夫、コンクリートのひび割れ防止対策及び防食塗装工事
時の注意点について解説

①研修修了者は「日本下水道事業団の参加資格申請書の技術者経歴書」に本研修を修了した旨
を明記することが可能となります。

［1日目］4月1日（月）～9月10日（火）

［1日目］10月8日（火）

・施工計画書の作成
・品質管理における段階確
認と確認検査
・電子納品
・工事成績評定
・土木工事施工時の留意点
・ひび割れ対策、防食塗装
工事の留意点

6.研修修了者の特典

4.受講料
　（円・税込）

5.募集開始日
　　　　～
　募集終了日

3.研修開始日
　　～
　研修修了日

【オンライン研修】施工コース

処理場施設等(土木)の施工管理の実務
－全国土木施工管理技士会連合会　継続教育「CPDS」プログラム認定－

①ＪＳの土木工事を受注している建設会社等で、現場代理人、監理技術者、主任技術者又は主
任監督員等（以下『監理技術者等』という。）をお務めの方もしくはその予定の方。
②現在、ＪＳに登録されている土木工事の登録建設会社において、監理技術者等の資格をお持
ちの方。

・ＪＳの契約図書及び各種
様式
・出来形及び品質管理の方
針
・一般仕様書の主な改定事
項
・防災計画の策定
・事故時の対応及び事例紹
介

　品確法の施行に伴い、従来の価格競争型入札契約から、安全かつ品質の向上に係る技術提案
を求める総合評価方式の導入が進み、民間企業及び技術者の技術力が強く求められている。
　本研修では、実績等に基づくＪＳ独自のノウハウを提供することにより、良質な出来形及び
施工管理に努め、質の高い工事目的物の完成を目指した施工管理技術を短期間で習得すること
を目的とする。

講義 時　　　　間

②工事施工年度もしくは契約年度前1年以内に、本研修を受講した者が現場代理人又は監理技
術者として選任され、所定の要件を満足した場合、工事成績評定点の加点要素となります。

オリエンテーション



２日目

9:30 ～ 10:55

一般仕様書に定める安全衛生管理と安衛法、建設工事におけ
る事故事例、現場に応じた施工段階毎の安全管理、部材並び
に機材等の運搬、搬入及び搬出方式、安全を確保するための
仮設備、安全教育、安全パトロール等について解説。

11:05 ～ 12:30

工事が適正に行われていることを確認できるよう、各工事の
施工段階及び完成後目視できない箇所の施工状況、出来形寸
法、品質管理状況等に関する写真撮影、管理の留意点につい
て解説

13:30 ～ 15:30
完成検査時における指摘事項について解説
下水道施設の機能的注意点と他工事との調整などの不具合事
例と重点課題の解消方法を解説

15:45 ～ 17:15 授業内容の理解度を測るため効果測定を行います

・当研修は連日開催ではなく、２日で行われます。

・録画や申込者本人以外の視聴は禁止しています（参照：オンライン研修受講規約）

・建設工事における安全衛
生管理

・継続学習制度（CPDS）のユニット数については、一般社団法人 全国土木施工管理技士会連合会（JCM）の
　ガイドラインに基づき付与することになります。

・オンライン研修は「Zoom」を使用して行います。各自、受講可能な環境をご準備ください。

・通信費等は受講者の負担となります。

・１台のＰＣで複数名の受講は厳禁とさせていただきます。

・建設工事における写真管
理

・効果測定

・完成検査指摘事項
・不具合事例と重点課題

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。



1.対象者

2.目  標

［2日目］10月25日（金）

［1日目］開講時間：10時00分、修了時間：17時30分　予定

［2日目］開講時間：9時30分、修了時間：17時15分　予定

66,000

7.標準カリキュラム

研修日 内          容

10:00 ～ 10:15 連絡事項

10:20 ～ 12:30

契約図書の確認、各種提出書類の解説 及び契約方式による施工
管理方法の解説
品確法、ＪＳの建築工事における施工管理方針について解説
一般仕様書の最新版の紹介
仕様書に基づく現場での防災計画の策定と、災害発生時の対応
について解説
事故発生時の対応について解説

13:30 ～ 14:55

建築基準法が改正され、建築工事の他、一体構造物としての土
木工事についても、基準法上の監理確認が従前に比べてより厳
格に適用されることになった。改正の留意点について解説。
処理場建築は、一般の建築工事と異なる注意すべき点がいくつ
かある。施工管理と品質管理方針を通して解説

15:05 ～ 17:30

各工種の施工計画書の作成及びそれぞれの注意点について解説
施工の各段階における材料・施工等の品質管理計画及び管理項
目の設定及び管理基準値、確認方法について解説
下水道施設の建築設備について注意点等を解説

9:30 ～ 10:55

一般仕様書に定める安全衛生管理と安衛法、建設工事における
事故事例、現場に応じた施工段階毎の安全管理、部材並びに機
材等の運搬、搬入及び搬出方式、安全を確保するための仮設
備、安全教育、安全パトロール等について解説

オリエンテーション

・施工計画書の作成
・段階確認及び確認検査
・建築設備概論

１日目

・建設工事における安全衛
生管理

3.研修開始日
　　～
　研修修了日

［1日目］　4月1日（月）～9月17日（火）

講義 時　　　　間

4.受講料
　（円・税込）

5.募集開始日
　　　　～
　募集終了日

・建築基準法と下水道施設
・建築工事における品質管
理

【オンライン研修】施工コース

処理場施設等(建築)の施工管理の実務
－全国土木施工管理技士会連合会　継続教育「CPDS」プログラム認定－

①ＪＳの建築工事を受注している建設会社等で、現場代理人、監理技術者、主任技術者又は主
任監督員等（以下『監理技術者等』という。）をお務めの方もしくはその予定の方。
②現在、ＪＳに登録されている建築工事の登録建設会社において、監理技術者等の資格をお持
ちの方。

［1日目］10月22日（火）

　品確法の施行に伴い、従来の価格競争型入札契約から、安全かつ品質の向上に係る技術提案
を求める総合評価方式の導入が進み、民間企業及び技術者の技術力が強く求められている。
　本研修では、実績等に基づくＪＳ独自のノウハウを提供することにより、良質な出来形及び
施工管理に努め、質の高い工事目的物の完成を目指した施工管理技術を短期間で習得すること
を目的とする。

・ＪＳの契約図書及び各種
様式
・出来形及び品質管理の方
針
・一般仕様書の主な改定事
項
・防災計画の策定
・事故時の対応及び事例紹
介

6.研修修了者の特典

①研修修了者は「日本下水道事業団の参加資格申請書の技術者経歴書」に本研修を修了した旨
を明記することが可能となります。

②工事施工年度もしくは契約年度前1年以内に、本研修を受講した者が現場代理人又は監理技
術者として選任され、所定の要件を満足した場合、工事成績評定点の加点要素となります。



11:05 ～ 12:30
工事が適正に行われていることを確認できるよう、各工事の施
工段階及び完成後目視できない箇所の施工状況、出来形寸法、
品質管理状況等に関する写真撮影、管理の留意点について解説

13:30 ～ 15:30
完成検査時における指摘事項について解説
下水道施設の機能的注意点と他工事との調整などの不具合事例
と重点課題の解消方法を解説

15:45 ～ 17:15 授業内容の理解度を測るため効果測定を行います

・当研修は連日開催ではなく、２日で行われます。

・録画や申込者本人以外の視聴は禁止しています（参照：オンライン研修受講規約）

 

・完成検査指摘事項
・不具合事例と重点課題

・上記は標準的なカリキュラムであり、実施カリキュラムは予告なく変更する場合があります。

効果測定

２日目

・建設工事における写真管
理

・通信費等は受講者の負担となります。

・１台のＰＣで複数名の受講は厳禁とさせていただきます。

・継続学習制度（CPDS）のユニット数については、一般社団法人 全国土木施工管理技士会連合会（JCM）の
　ガイドラインに基づき付与することになります。




















